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NEDO-PJで検討した廃プラ分解プロセス概要

廃プラ(3P主体) 石化原料
中間製品
(軽質オレフィン・
BTX等)

プラ分解
生成物の
重質分

石油系
原料

触媒分解溶融溶解
石油系溶媒

固液分離
生成物
分離

FCC処理

プラ分解
生成物

石化
原料

石化
原料

プロセス設計/JPEC

触媒開発/早大・鳥取大
プロセス設計/JPEC
FCC原料調製/コスモ

FCC反応性評価/
コスモプロセス設計/JPEC

✓ 廃プラ触媒分解ーFCCの2段分解により、廃プラ由来の石化収率アップを志向。
➢ NEDO-PJ目標は、原料プラ由来の石化収率70％以上*。

✓ 技術開発の特徴は、①プラと溶媒を混合させ、②ゼオライト系触媒で分解し、得られた生成物
のうち③重質分をFCCでさらに分解(共処理)すること。

➢ 溶融プラは粘度が石油系留分よりも約3桁高い。その対策として、プラと石油系溶媒を高温で混合さ
せ流動性・伝熱性等を高め、ゼオライト系触媒で液相で分解し、その残分(重質分)をFCC処理。

(プロセスの概略とPJ分担)

(プロセスの特徴)

*投入原料プラに対するC2-9成分の重量比。
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NEDO-PJスケジュール

本日の報告

NEDO-PJは20～24年度実施。
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触媒分解
石化原料
中間製品

(軽質オレフィン・BTX等)

中間・重質分

蒸留装置

GC分析

石化留分

・ガス(H2,C1,C2)
・LPG(C3,4)
・ナフサ留分
・軽油留分(LCO)
・重質分(HCO,SLO)
・Coke

石化留分

FCC反応性
評価

10Lオートクレーブ反応試験

蒸留分画

MAT装置

190℃以上

190℃
以下

PONA分析

GC蒸留＋
PONA分析

産廃プラ(3P主体)

石油系溶媒

触媒分解-FCC2段分解スキームの評価方法

下記スキームにおける各種試験結果を解析し、プラ由来の石化収率を算出。
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10Lオートクレーブ試験機

オートクレーブ仕込み

50℃以下に冷却

ガスをテトラーバック回収、容量測定

反応器を開放し、液体＋固体を回収して秤量

触媒分解
反応開始／終了

液体＋固体のろ過 液体(ろ液)回収

固体(ろ物)をn-C5で洗浄・乾燥・秤量

産廃プラ・溶媒・触媒
を仕込み

触媒分解～蒸留～FCC-MATの試験フロー

中間・重質分
を分画

FCC-MAT評価

蒸留カット

反応生成物と
触媒を回収

MAT装置

固液分離
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触媒分解試験に用いた産廃プラ

2024年度は、3P主体の産廃プラを10L反応試験に使用。

500gを採取し
10L反応試験に
使用

成分 含有量(wt%)

PE (ポリエチレン) 59

PP (ポリプロピレン) 20

PS (ポリスチレン) 15

その他(無機物など) 6

油化に適する3P主体の産廃プラ



6

©︎ 2025 COSMO ENERGY GROUP

産廃プラを用いた触媒分解評価(10L反応試験結果)

No.
温度
(℃)

時間
(h)

原料プラ 溶媒 触媒
触媒/プラ比
(重量比)

物質
収支

プラ転化率
@充填材
控除後産廃プラ

(2024年)
石油系溶媒

①早大開発触媒
②市販βゼオライト

1 400 3
500g

2,000g ① 25g

5% 97% 83.0%

0 － 96% －

2 400 4.5
500g 5% 98% 94.6%

0 － 97% －

3 400 6
500g 5% 97% 96.8%

0 － 97% －

4 410 3
500g 5% 98% 93.1%

0 － 97% －

JPEC
実験

400 3 500g 2,000g

① 25g 5% 98% 85.3%

② 25g 5％ 97% 28.5%

無触媒 － 97% 31.7％

24年度の開発触媒を用いた場合、無触媒(熱分解)・市販βゼオライトと比べ、
プラ転化率が著しく高かった。JPEC殿による同条件の試験で再現性も確認。
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No. 1 2 3 4
石油系
原料*温度(℃) 400 400 400 410

時間(h) 3 4.5 6 3

H2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3

C1 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7

C2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5

C2= 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7

C3,C4 21.2 19.7 18.6 18.2 20.3

ナフサ 42.4 40.3 39.2 39.2 46.5

LCO 28.1 30.4 31.8 33.6 19.2

HCO 3.1 4.1 4.5 4.1 6.0

Coke 3.1 3.5 3.9 3.1 5.8

Cat/Oil=5

プラ分解生成物/中間・重質分のFCC-MAT結果

(各留分の単位:wt%)

No. 1 2 3 4
石油系
原料*温度(℃) 400 400 400 410

時間(h) 3 4.5 6 3

H2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3

C1 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7

C2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5

C2= 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6

C3,C4 20.7 19.0 17.9 17.5 19.8

ナフサ 42.5 40.0 39.1 39.3 46.7

LCO 28.9 31.7 32.9 34.4 19.6

HCO 3.2 4.2 4.6 4.2 6.5

Coke 2.8 3.1 3.5 2.8 5.3

Cat/Oil=6 (各留分の単位:wt%)

• 石油系原料*と比較し、ナフサ・コークが少なくLCOが多かった。
• 触媒分解(前段)の時間増・温度上昇に伴い、ナフサが減少し、LCOが増加。

*直脱生成油/間脱生成油=50/50
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プラ由来の石化収率(C2-9収率)の算出方法

原料 触媒分解

ガス

液体

固体

回収
ロス

蒸留

中間・
重質分

軽質分

FCC
評価

FCC
生成油

◆触媒分解生成物のガス・軽質分・FCC生成油(FCC-MAT由来)のC2-9をGC定量。

◆溶媒100gに換算し、ガス・軽質分・FCC生成油それぞれの“プラ+溶媒”と“溶媒のみ”
のC2-9量を算出。

◆ プラ+溶媒”と“溶媒のみ”のC2-9量の差分を換算後の原料プラ量で割り、プラ由来
C2-9収率を算出。

190℃分画10L反応
試験

FCC-MAT

原料仕込量を以下に換算。
・溶媒 100g
・触媒 1.3g
・産廃プラ 23.7g

1段分解
生成物

1段分解
生成物

2段分解
生成物
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触媒分解～FCC2段分解によるプラ由来C2-9収率

反応温度 反応時間(h) 原料プラ(g)* プラ転化率

C2-9量(溶媒100g換算)
プラ由来
C2-9収率

ガス(g) 軽質分(g) FCC生成油(g) 合計(g)
プラ有無の
差分(g)

400℃

3
23.7 83.0% 0.7 15.3 54.9 70.9

13.4 56.7%
無し ー 1.5 15.5 40.5 57.5

4.5
23.7 94.6% 1.9 21.4 47.7 71.0

15.1 63.7%
無し ー 2.5 19.6 33.7 55.9

6
23.7 96.8% 2.1 23.7 44.5 70.3

14.8 62.6%
無し ー 4.4 21.1 30.0 55.5

410℃ 3
23.7 93.1% 2.4 23.4 43.8 69.6

12.6 53.1%
無し ー 2.6 20.6 33.8 57.0

①Cat/Oil=5

✓ 400℃,4.5hでプラ由来C2-9収率が最大となった。

✓ 400℃の方が410℃よりもプラ由来C2-9収率が大きくなった。

✓ プラ有無のC2-9差分(=プラ由来C2-9量)は、全ての反応条件でFCC生成油の方が
ガス・軽質分よりも大きくなった。

*溶媒100gとして原料プラ(不純物除き)と触媒の量を換算。実際の条件は溶媒2000g, 原料プラ500g,触媒25g。
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触媒分解～FCC2段分解によるプラ由来C2-9収率

反応温度 反応時間(h) 原料プラ(g)* プラ転化率

C2-9量(溶媒100g換算)
プラ由来
C2-9収率

ガス(g) 軽質分(g) FCC生成油(g) 合計(g)
プラ有無の
差分(g)

400℃

3
23.7 83.0% 0.7 15.3 56.1 72.1

13.9 58.6%
無し ー 1.5 15.5 41.2 58.2

4.5
23.7 94.6% 1.9 21.4 48.9 72.1

15.7 66.3%
無し ー 2.5 19.6 34.3 56.4

6
23.7 96.8% 2.1 23.7 45.4 71.2

15.0 63.4%
無し ー 4.4 21.1 30.6 56.2

410℃ 3
23.7 93.1% 2.4 23.4 44.4 70.2

12.4 52.3%
無し ー 2.6 20.6 34.6 57.8

②Cat/Oil=6

*溶媒100gとして原料プラ(不純物除き)と触媒の量を換算。実際の条件は溶媒2000g, 原料プラ500g,触媒25g。

✓ 400℃,4.5hで、プラ由来C2-9収率は最大となり66.3wt%。

✓ プラ有無のC2-9差分(=プラ由来C2-9量)は、全ての反応条件でFCC生成油の方が
ガス・軽質分よりも大きくなった。
⇒ プラ触媒分解油のFCC処理がプラ由来の石化収率アップに寄与。
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廃プラ分解過程のイメージ(推測)
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まとめ

NEDO-PJでは、廃プラケミカルリサイクルにおける石化収率向上
に向けて、廃プラ触媒分解油のFCC処理を検討した。

✓ 24年度の開発触媒を用いた結果、産廃プラの触媒分解-FCCの2段分解
によるプラ由来C2-9収率は、最大66.3%となった。

✓ プラ由来C2-9量は、全ての反応条件でFCC生成油の方がガス・軽質分よ
りも大きくなった。この結果より、プラ触媒分解油のFCC処理がプラ由来の
石化収率向上に有効であることが示唆された。
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